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史上初の専用観測船が出帆
2002年2月6日18時、専用観測船は24名
の隊員、同行者を乗せ、オーストラリア・
タスマニア島ホバート港を出航した。
国立極地研究所からは、私の他、工藤
栄（北極圏環境研究センター）、橋田元
（南極圏環境モニタリング研究センタ
ー）、青木茂（南極圏環境モニタリング
研究センー）､原圭一郎（COE研究
員）､高橋邦夫（総研大学生）の計6名が
参加した。
専用観測船には、ニュージーランド水
圏大気研究所観測船運営会社所有の｢タ
ンガロア号」（2,282トン）が傭船された。
研究の前線から
専用観測船タンガロア号の研究航海記
小達 恒夫
生理生態学研究部門・助教授、第43次日本南極地域観測隊副隊長
タンガロアは、ニュージーランドの先住
民族マウリ族の｢海の守り神｣である。
この航海の研究課題は、｢季節海氷域
の光合成に始まる物質循環機構の解明」
である。生物生産が高まる夏季（本航海
の2月は夏季の後半に当たる）に、｢生物
生産に関連し、地球温暖化にも関わるガ
ス成分が、どのように大気と海洋の間で
交換されているのか｣、「海洋生物によっ
て温暖化ガスがどのように生成されてい
るのか、また除去されているのか｣、さ
らには｢有機物が鉛直方向にどのように
輸送されているのか｣など、地球環境に
関わる物質循環を解明するのが主題だ。
研究対象海域である東経140度に沿っ
た南緯60度以南の海域では、21世紀に入
って時系列的な観測が行なわれている。
2001年10月～12月にはオーストラリア南
極観測隊「オーロラ・オーストラリス号」
の、2002年1月には東京大学海洋研究所
「白鳳丸」の研究航海が実施されている。
私たちの航海はこれらに続くもので、そ
の直後の2002年3月にはJARE-43「しら
せ」の観測が行われている。時系列観測
での主要観測項目は、｢一次生産過程｣、
｢ガス生産過程｣、｢プランクトン群集解
析｣、｢フラックス測定｣の4つの課題であ
り、私たちの航海でもこれに関わる観測
を高い優先順位に置いた。
順調な観測活動と特大低気圧
出港後しばらくは、好天に恵まれた穏
やかな航海だった。この間、準備の完了
した観測項目から順次連続航走観測を行
なっていった。2月9日深夜に南緯55度を
通過するあたりから風・波が強まり、南
極海での海洋観測の厳しさを感じさせた。
出航から5日目の2月11日15時30分、測
点1（61-00S, 140-00E）を通過、氷縁の
測点8の予定地点66-15をめざして南下を
続け、翌日21時には同地点へ到達した。
しかし同地点には海氷が無くなってお
り、66-26S, 140-00Eを測点8と定めた。
水深調査後、2月13日午前0時より停船観
測を測点8から実施することにした。
今回の観測では、大観測点（測点1、5
及び8）、中観測点（測点2、3、4、6、7、
9、10及び1）、小観測点（測点6.1、6.2、
7.1、7.2及び7.3）の3種を設けた。滞在
時間の長い大観測点では、CTD-RMS、
ノルパックネット、RMT（Rectangular
Midwater Trowl）、光学観測の他、係
留系の回収、24時間漂流ブイ放流・回収
を行なった。
CTD-RMSによる採水では、中観測点
と大観測点において数回のキャストを実
施し、本航海での総キャスト数は53回に
達した。
得られた海水試料は、溶存酸素、栄養
塩といった基本的な項目の他、硫化ジメ
チルやメタンといった地球温暖化に関わ
るガス成分など、さまざまな項目にわた
って測定されるので、試料採集容器も多
種多様である。今回、私たちはニスキン
採水器24本掛のCTD-RMSを使用した
が、タンガロア号では通常12本掛を使用
しているのでCTD-RMS収納スペースは
それほど広くはない。タンガロア号の豪
華な食事で太り気味の乗船者にはとって
は、辛い作業だった。
動物プランクトン採集の主な道具は、
ノルパックネットとRMTである。RMT
は、オキアミなどの比較的大型のプラン
クトンの採集に使用される。
今回RMTでは、ノトセニア科のコオ
リイワシ（Pleuragramma antarcticum）
という魚が採集された。この種は、南極
海の表層から700m以深まで周極的に分
布し、最大体長25cmで、通常は15cm以
下である。大陸近くの冷たい水（2℃以
下）でよく採集されるが、漁獲対象種で
はない。
ノルパックネットでは、動物プランク
トンの現存量と種組成を調べるための試
料採取の他、培養実験用の動物プランク
トンの採集が行なわれた。船上で、紫外
線が動物プランクトンに与える影響や、
捕食過程と地球温暖化に関わるガス成分
の生成過程を評価する実験が行なわれた。
停船観測終了までの間、低気圧の接近
による観測待機が3回あった。特に、2月
16日昼前からは中心気圧946hPaに発達
した低気圧に襲われ、気圧記録計の針が
振り切れた。このため32時間強の観測待
機を強いられることになった。
2月24日8時21分、測点1における観測
終了をもって、当初予定していた南緯61
度～氷縁測点8間の断面観測を終了した。
断面観測終了後は、同じ観測点で表層
観測を行なった。その後、オーロラ・オ
ーストラリス号や白鳳丸が実施した東経
140度線の南緯60度、南緯57度、及び南
緯54度での観測を行ない、3月2日13時5
分に終了し、停船観測の全てを終えた。
その後も、航走連続観測を実施しなが
ら往路と同じ航跡をたどり、3月7日午前
8時にホバートへ帰港した。
今後の課題は航海計画の運用
大きな事故も無く、予定された観測の
ほとんどを実施できたので、JARE史上
初の専用観測船による研究航海は、まず
は成功であったといえる。
この航海時期は、植物プランクトンの
生産が高まり、動物プランクトンの活動
が活発になる時期である。採集された試
料の解析などにはまだまだ多くの時間が
かかるが、この航海での観測・実験を通
して、季節海氷域での一次生産に始まる
様々な物質の動態が明らかになっていく
だろう。特に、地球温暖化に関わるガス
成分の動態への、動物プランクトン群集
の関わりの解明が期待される。
今回の航海観測では、出入港や南緯55
度通過の日時が固定された計画だったこ
とが、一つの足枷になった。例えば、南
下時の55度通過は深夜になったが、この
時は天候が悪化しており、船速を上げる
ことは船の動揺を大きくし、出港後間も
ない乗船者たちにかなりの負担をかける
ことになった。55度通過日を遅らせても、
船速を落とし、動揺を抑えるべきではな
かったかと感じる。
また、北上時には、55度以南で船速を
落とし、時間調整を行った。この時期の
南極海の天候を考慮すると、余裕を見た
計画にならざるを得ないが、現場の天候
などに応じてある程度のフレキシビリテ
ィーを持つことも必要で、今後の検討課
題だろう。
Andrew Leachman船長以下乗組員全
員が観測を支援してくれ、深く感謝して
いる。とくに、日本語のできるYoshi
Suzuki一等航海士は、観測に関する私
たちの細かな要望を聞き入れてくれ、本
当に助かった。最後に、専用観測船の導
入に携わった多くの方々に、あらためて
感謝の意を表したい。
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停船観測点の位置
RMTはタンガロア号の船尾スリップウエイを使って投入・揚収された
第43次日本南極地域観測隊（JARE-43）では、JARE史上初の専用観測船が導入され、
2002年2月6日、タスマニア島のはるか南に広がる季節海氷域の航海観測に出帆した。
その目的は同海氷域の物質循環を探り、生物の物質循環と地球温暖化ガスの生成･除
去との関わりを明らかにしようというものだ。時には嵐に阻まれながらも、ほとんど
の観測予定を遂行できた実り多い研究航海の様子を報告する。
低気圧に襲われた2002年2月16日（GMT）NOAA
画像。赤丸はタンガロア号の位置
0504
計画のあらまし
ここ10年、極地研究所北極圏環境研究
センターを中心として、北極域の大気観
測をスバールバル諸島のニーオルスン観
測基地で続けている。地上におけるさま
ざまな大気成分や要素の観測を行ってい
るが、｢上空でそれらがどのようになっ
ているか｣を知ることは、大気科学にと
っては非常に重要なことだ。
｢地上で見ている変化が、どのような
原因でおこっているのか｣、｢大気中の輸
送がどのように行われているのか｣など
を知るためには、航空機による大気観測
が最も有効な手段である。
特に、地球温暖化に関わる温室効果気
体や、大気中に浮遊する微粒子のエアロ
ゾル、雲などについて詳しく調べること
は緊急課題となっている。｢気候変動に
関する政府間パネル（IPCC）｣でも、温
室効果気体の行方、エアロゾルや雲の放
射効果は最も不確実な点であるとされ、
研究の前線から
航空機による北極海横断大気観測
山内 恭
南極圏環境モニタリング研究センター・教授
その解明が期待されている。
現在、極地研究所北極圏環境研究セン
ターを中心に｢北極環境研究｣（科学研究
費特定領域：代表藤井理行）が推進され
ている。その1分野である「北極域対流
圏・成層圏物質の変動と気候影響」（科
研特定領域計画研究1999～2004：代表山
内恭）では、一連の航空機による観測が
計画されており、今回のジェット機によ
る北極海横断の長距離飛行観測もその1
つである。国内からアラスカ経由で北極
海横断する成層圏飛行を行い、スバール
バルに至り、その近傍にてローカルフラ
イトを行うという計画だ。
これは、2000年3～4月、スバールバル
近傍で実施した｢北極対流圏エアロゾル
と放射総合観測｣（ASTAR 2000：ドイ
ツ・アルフレッドウエーゲナー極地海洋
研究所(AWI)のドルニエ機使用）に続く
ものだ。今回は、協定を結んでいる
AWIとの共同飛行観測を行なうだけで
なく、ニーオルスンとアラスカのバロー
における地上観測、NASAによる人工衛
星観測SAGE-Ⅲとも連携するものだ。
ニーオルスン観測基地には3名が滞在、
地上観測を重点的に行なった。
目的と観測スケジュール
今回の観測目的を、以下にあげよう。
（1）温室効果気体やエアロゾルの空間分
布・長距離輸送・変質を、成層圏や対流
圏における循環、成層圏と対流圏間の物
質交換や極渦との関連で明らかにする。
（2）対流圏上部および成層圏におけるエ
アロゾルの光学的特性を明らかにし、大
気～地表面系に対する放射強制力を評価
する。
（3）大気擾乱、特に極低気圧（polar
low）の構造、振る舞いを明らかにする
（メソスケールモデルと雲内観測を組み
合わせた解析）。
（4）以上から、これらの北極域および地
球規模の気候への影響を明らかにする。
観測は下記のスケジュールで実施した。
3/5 名古屋→ペトロパブロフスク→ア
ンカレッジ
3/6 アンカレッジ→バロ （ープロファイ
ル観測）→（北極点）→ロングイヤービン
3/7～11 ロングイヤービンを基地として、
スバールバル周辺飛行
3/7 ニーオルスン地上観測と対応したプ
ロファイル観測
3/10 衛星観測領域（17°E、73°N）
3/11 ノルウエー海にて、ポーラ・ロー
の3次元立体観測
3/12 ロングイヤービン→(北極点）→バ
ロ （ープロファイル観測）→アンカレッジ
3/13～14 アンカレッジ→ペテロパブロ
フスク→名古屋
観測の様子
現地では、ロングイヤービン空港を拠
点とし、航空機を大型のハンガーに収納
させてもらい、また空港前のNPロッジ
（ノルウェー極地研究所施設)を観測拠点
および宿泊所とした。
毎朝、空港気象官（ノルウェー気象研
究所）に天候のブリーフィングを頼み、
気象状況を考慮して飛行観測計画を決定
した。やはり当地で飛行観測を実施して
いたドイツのハンブルグ大学グループ
（ファルコン機使用）もブリーフィング
には同席していた。
航空機が滞在した7日間は、スバール
バル地域の広い範囲にわたって穏やかな
好天が続き、絶好の飛行日よりであった。
その分、気温は－30度以下にまで冷え込
み、北極気団の中にあり、本当の北極を
味わうことができた。晴天下、サンフォ
トメータ観測には好都合であった。
不思議なことに、100kmしか離れてい
ないニーオルスンでは、観測期間の大半
は低層雲に覆われ、上空が見えない状況
が続いた。海氷が開き、近くのフィヨル
ドの中も開水面になっていたためと考え
られる。
また、ジェット気流が南下していたこ
ともあり、低気圧帯ははるかアイスラン
ドからイギリス付近にあったため、低気
圧観測では目標設定に苦労した。
現地での観測参加者は11名だった。航
空機観測関係は、極地研究所の筆者、和
田誠、森本真司の3名の他、遊馬芳雄(北
大理学研究科）、山形定と山崎高（北大
工学研究科）、猪股弥生（名大環境学研
究科）、アンドレアス・ハーバーとユル
ゲン・グレッセル（AWI）の計9名だ。
地上観測には、極地研究所の塩原匡貴、
矢吹正教（千葉大自然科学研究科）、山
崎高(北大工学研究科)の3名が参加した。
また航空機運行のため、ダイヤモンド・
エアサービス社から景山大郎機長他搭乗
員3名、安来慶治社長他地上員3名が現地
入りした。
おわりに
大がかりな設定の割に観測期間が短
く、種々の気象条件を満たす飛行の実施
が難しかったが、往復の飛行を含め、短
期間ながらなんとか所期の目的を達する
ことができた。これも、今回の計画を支
えてくれたさまざまな機関の多くの方々
のおかげだと心から感謝している。
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2002年3月6日朝、双発のジェット機、ガルフストリームIIは、スバールバル諸島ロ
ングイヤービン空港に降り立った。北極海横断大気観測のため、観測者4名を乗せ、名
古屋の小牧空港から1万kmの旅を経て同地に至った。ここで筆者ら3名と合流､3回の
現地飛行観測を行った。｢北極海横断航空機大気観測｣（AAMP 02 : Arctic Airborne
Measurement Program 2002）の速報を届ける。
AAMP 02 航空機飛行経路
ロングイヤービン空港で観
測にそなえるガルフストリ
ームⅡ （2002年3月7日）
改造した光学窓（溶融水晶）
越しにサンフォトメータ観
測にいそしむ J・グレッセ
ル氏 （2002年3月10日）
●温室効果気体の連続測定（CO2、オゾン）：極地研、環境研
●分析用大気サンプリング（CO2、CH4、N2O、CO、SF6、同位体比；O2 /N2比）：
極地研、東北大理、宮城教育大
●エアロゾル光学的厚さ測定（サンフォトメータ用に窓の改造）：AWI
●エアロゾルの光学特性測定（OPC、PHA、IN、PSAP、FAS、Low pressure impactor）：北大工
●エアロゾルのフィルターサンプリング（組成、重金属）：北大工
●エアロゾルのインパクター採取（組成、混合状態、粒子状NO3─）：名大環、極地研
●エアロゾル前駆物質サンプリング（COS=硫化カルボニル）：名大環
●雲粒子、エアロゾルの測定（PMS probe翼端）：北大理、極地研
●水蒸気（CR-2露点湿度計）：極地研
●ドロップゾンデ（Vaisala）：極地研
航空機観測項目、測定機器ならびに担当機関
0706
南極の湖沼生態系を調べる
厚い氷床におおわれた「氷の大陸」南
極にも、夏になると岩石砂漠のような風
景が開けるところがある。「露岩地帯」
と呼ばれるその面積は、全大陸の約2.4%
であるが、そこには大小さまざまな湖沼
が点在している。
湖沼の起源や水質は多様で、日本が南
極観測を始めた初期には多くの研究者の
注目を集めた。その後今日まで、昭和基
地周辺の湖沼の物理・化学的特徴、湖沼
中に生育する藻類の分類学的研究を中心
とした調査が行われてきた。
これらの湖沼の中に奇妙なコケ植物の
群落、通称「コケ坊主」が発見されたの
は、第36次日本南極地域観測隊（1994～
96年）のことであった。それを契機にし
研究の前線から
南極湖沼に記録された環境変動の歴史
伊村 智
生理生態学研究部門・助手
て、第Ⅴ期5カ年計画の期間中に湖沼に
関する新たなデータが収集され、幅広い
研究分野からの分析が試みられた。そし
て第43次観測隊（2001～03年）から始ま
った第Ⅵ期5カ年計画では、陸上生物グ
ループのプロジェクト研究課題として
「南極湖沼生態系の構造と地史的遷移に
関する研究」を立ち上げ、来る第45次、
第46次観測隊による集中観測が予定され
ている。
堆積物コアはタイムカプセル
「南極湖沼生態系の構造と地史的遷移
に関する研究」の目的は、（1）現在にお
ける南極湖沼の特異な生態系の構造を明
らかにし、（2）湖沼生態系の歴史と古環
境を復元すること、さらに（3）地球規模
の環境変動に対して南極湖沼がどう変化
するかを将来予測しようとするものであ
る。
これまでの陸上生物の観測では、南極
陸上生態系の現在の姿をくわしく調べて
記述することが主であった。これに対し
て湖沼底には、過去に流入した砂泥など
の鉱物粒子と、過去に生育していた藻類
やコケ植物などの生物遺体からなる、厚
い堆積物が存在する。これをタイムカプ
セルとして利用することで、湖沼生態系
がどのように変動してきたのか、その歴
史を復元することができる。この南極陸
上生態系研究への時間軸の導入が、本研
究計画の柱となっている。
では、堆積物コアの解析によって、ど
のような古環境がわかるのだろうか。実
際に復元された一例を紹介しよう。この
湖沼は海岸近くに位置し、氷床に接した
淡水湖である。湖底から採取された長さ
約2mの堆積物コアの分析によると、コ
アには約6000年の歴史が記録されてお
り、その過程で4期に大別される大きな
環境変動を経験していることが明らかに
なった。
コアの最下部は、層状に堆積した珪藻
質の泥と海棲の底生有孔虫からなり、こ
の場所が酸素に乏しい深海底の窪地（海
盆）であったことが示されている。その
上層も同様に海底であるが、堆積が塊状
になっていることから、生物活動がさか
んで、酸素の豊富な浅い海底であったこ
とが推測される。さらに上層、約3500年
前以降は、有孔虫は姿を消し、黒色で層
状のラン藻堆積物からなることから、酸
素に乏しい塩湖であったことがわかる。
最上層では、氷河から供給される灰色の
泥にラン藻が混じり、そこに水生のコケ
植物が加わっていることから、現在の環
境と同様な淡水湖であることが示されて
いる。コケ植物はもっとも遅れて出現し
ている。現在の湖沼に生育するコケは、
塩分を嫌い淡水湖に集中するという分布
特性をもっていることから、塩湖が次第
に淡水化していった過程が見えてくる。
このように、湖沼がたどってきた「深
海の海盆→浅い海底→塩湖→淡水湖」と
いう変動の歴史が復元された。海底から
陸上へという相対的な高度の上昇を引き
起こした原動力は、氷床の後退に伴って
南極大陸の岩盤が隆起するアイソスタテ
ィック・リバウンド現象によるものと考
えられる。塩湖から淡水湖への変化も、
氷床の融解水が流れ込んだためであろう。
この湖沼から再構築された歴史は、この
湖沼固有のものではなく、最終氷期以降
の大陸氷床の後退によって引き起こされ
た、南極大陸の歴史を反映しているので
ある。
さらに、海底から塩湖への変化が約
3500年前に起こったという事実は、現在
のこの湖沼の周辺地域が、同様に海底か
ら陸上環境へと変化した歴史を指し示す
ものである。つまり、1つの湖沼生態系
が示す変遷は、南極の陸上生態系全体を
含めた、きわめてダイナミックな変遷を
物語っているのである。
南極における生物進化の解明をめざして
次に、本研究計画の具体的な観測項目
を紹介しよう。
（1）湖沼内の微小動物・バクテリアを中
心とした生物相および機能の解明
これらの生物は、生態系の中で主に消
費者および分解者として重要な位置を占
めているが、湖沼内の物質・エネルギー
循環における役割は明らかではなかっ
た。また、南極湖沼という特殊な環境下
でのバクテリアについては、遺伝子資源
としての重要性からも、詳細な分類学的
研究が必要である。
（2）現場実験による湖沼の物質生産過程
の研究
湖沼内に実験チャンバを設置し、潜水
作業を含めた現場実験により物質生産の
実態を明らかにする。同時に、面的な調
査で湖沼内のバイオマスを推定すること
で、湖沼全体の生産量の推定を行う。ま
た、現場実験に環境操作実験を組み合わ
せることで、温暖化や紫外線照射量の増
大など地球規模の環境変動に対する南極
湖沼生態系の応答を解明する。
（3）湖沼底堆積物コアの解析による詳細
な環境変動解析
氷床の後退が起こったのは最大約1万
年前と推定されている。それ以降の湖沼
の歴史を、高い分解能で再構築する。湖
沼のみならず周囲の陸上からの流入物を
解析することで、この地域の陸上生態系
全体の歴史の解明が期待される。また
DNA解析により、コケ植物を中心とし
た生物の分布の起源と南極における進化
過程を解析する。
これらの観測により、南極地域の湖沼
というきわめて特殊な生態系の「現在」
と「過去」、そして「未来」を知ること
ができるであろう。ここはまた、極限の
隔離環境として、生命そのものをとらえ
るうえでの1つのモデルサイトと考える
こともできる。地の果て、南極の湖沼か
ら何が発信されるか、期待は広がる。
極地研NEWS no. 162 May. 2002
南極の露岩域には、多くの湖沼が点在する。各湖沼の底には藻類やコケ植物が繁茂し、
それらの遺体などが厚い堆積物を成している。この堆積物は約1万年にわたって形成
されたものであり、これを高い分解能で解析することによって、湖沼の環境変動と生
態系の変遷を復元することができる。2001年からの第Ⅵ期5カ年計画でスタートし
た「南極湖沼生態系の構造と地史的変遷に関する研究」を紹介する
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｢あまり知られてはいないが、南極は隕
石の宝庫で…」と、ある教授が遠いまな
ざしで南極隕石についての講義を始め
た。これが私と南極との出会いで、もう
10年以上も昔の話になる。
その後、民間企業での社会人生活、某
大学大学院での研究生活を経て、国立極
地研究所に日本学術振興会特別研究員と
してお世話になった。それまで行ってき
たイギリスの地殻形成過程と、南極のそ
れとの対比を新たな研究テーマと考えて
のことだ。
しかし、現実はそんなに甘くはなく、
南極での野外現地調査などあきらめてい
た。しかし、そんな私にもチャンスはや
ってきた。外国共同観測のプロジェクト
リーダーの白石和行教授（前ページ参照）
の「南極に行く気はあるか？」という誘
いに、「お願いします！」と即答した日
のことは忘れられない。
CDML は超大陸復元の鍵を担う
平成13年度の外国共同観測は，東南極
中央ドロニングモ ドーランド地域（CDML）
の野外地質調査である。期間は、平成13
年11月29日から翌年2月6日までだ。
CDMLには総延長550kmの山脈があり、
スペインのサグラダファミリアを思わせ
る奇妙な形の3000m級の山々が東西に尾
根を連ねている。
CDMLはこれまで、ドイツ隊、南ア
フリカ隊、ノルウェー隊によって調査さ
れてきたが、未だに未踏査地域が残って
いる。そんな中で私たちは南緯72度東経
7度30分のフィルフィナー山塊に焦点を
当て、調査を行なった。
CDMLは、10億年前に存在したと考え
られるロディニア超大陸、5億年前のゴ
ンドワナ超大陸の復元をする上で鍵とな
る地域で、ここ数年その復元図や発達史
に関する報告が国際誌を賑わせている。
特にドイツ隊による2次イオン質量分析
計を用いたジルコンのウラン‐鉛年代測
定に関する報告はめざましく、CDML
が南アフリカ､モザンビーク､マダガスカ
ルに連続する変動帯だと提唱された。し
かし、岩石の成因論に関する研究は少な
く、総合的な地質学的証拠に基づく議論
が必要である。
今回の海外共同観測ではノルウェー
（Synnove Elvevold）､ドイツ（Andreas
Laufer）､ 南アフリカ（Ian Manson）､日本
（大和田正明､馬場）の4カ国5人が地質調
査隊を構成し、ノルウェーのトロール基
地を拠点として野外調査を行なった。隊
員各自が､｢地質図の作成｣､｢地質構造の
解析｣､｢火成岩の形成過程｣､｢変成作用の
解明｣をテーマとして調査を行った。
植生のない山の切りたった岩壁はそれ
自身が地質断面である。広域に分布する
閃長岩の山々は巨大なマグマ溜まりの存
在を想起させ、数kmスケールの横臥褶
曲から地下深部での地殻の流動を読みと
ることができた。
200kmのスノーモービル旅程の辛さ
今回は、従来の南極観測隊の調査とは
異なり、飛行機による人員輸送が行われ
た。しかし、ケープタウンよりノボラザ
レフスカヤを経てトロール基地までの旅
程がスケジュール通りに進んだことはな
い。また、トロール基地からメインター
ゲットであるフィルフィナー山塊までの
約200kmの移動手段は、各自に与えられ
たスノーモービルだけだった。大量の荷
物を9台のそりに載せての移動の大変さ
は筆舌に尽くしがたい．サスツルギ帯で
のスノーモービルの故障，移動中の天候
急変によるホワイトアウトなどさまざま
なことがあった。
今後は採取した岩石試料の分析や解析
を行い、第25次～32次日本南極観測隊で
精密な調査が行われたセールロンダーネ
山地の地殻形成過程を含めた考察を行う
予定だ。現在、南アフリカからドイツを
経てやってくる岩石試料の到着を待ちわ
びている。
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飛行機で南極へ
「飛行機で南極へ行く」のは、日本を
はじめとして各国観測隊の長年の夢であ
る。しかし南極で航空機を運航するには、
厳しい条件がある。大型航空機が離着陸
できる滑走路を見いだすのがむずかしい
こと、運航が天候に大きく左右されるこ
と、安全性を確保するための援助設備を
要すること、そのために大きなコストが
かかるといった問題がある。現在、大型
機が離発着できる南極基地は2～3にすぎ
ず、昭和基地へ飛行機で行くのは容易で
はない。
COMNAP（南極観測実施責任者評議
会）の航空作業委員会では、国際協力に
よる航空路の開拓を検討してきた。この
活動には北欧諸国、ロシア、オーストラリ
ア、ドイツが熱心で、2001年1月には、ド
ロニングモードランドの青氷上の滑走路
を経て、南アフリカのケープタウンと東
南極の各国基地を結ぶ路線を調査した。
2001年12月にはロシアが、昭和基地の
西方約1100kmにあるノボラザレフスカヤ
基地（以下ノボ基地）とケープタウンの
極地研TOPICS
南極への航空路を拓く
ノボラザレフスカヤ基地の滑走路調査
白石 和行
地殻活動進化研究部門・教授
間を結ぶ航空路を開いた。この路線を使
って、北欧隊は実際に夏隊員を送り込ん
だ。このとき、日本からも、大和田、馬場
両氏が中央ドロンニングモードランド地
質調査（9ページ参照）のために同乗した。
そこで、本年1月末、彼らの迎え便に
試乗し、輸送の実態とノボ基地が昭和基
地への中継点として適当であるかどうか
の調査を行った。参加したのは、極地研
設営専門委員会の北村航空分科会長、極
地研事業部の伊藤部長、大塚係長と私
（白石）の4人である。
ケープタウンからノボ基地へ飛ぶ
この路線を運用しているのはロシア北
極南極研究所（AARI）と関係の深い
INTAARI社である。使用機は大型輸送
機イリューシン76。ケープタウンとノボ
基地間は約4100km、飛行時間は6時間余
りである。日本からはシンガポール経由
で約27時間でケープタウンに到着したの
で、3日目には南極の地を踏めるわけだ
が、実際はそううまくはいかなかった。
ノボ基地の滑走路は標高550mの大陸
氷床上にあり、クレバスのない氷におお
われている。その氷が夏の間は融けて水
溜りをつくるため、1月上旬から下旬ま
では滑走路を使うことができない。出発
予定日には水溜りが凍りはじめたばかり
で、固くなっていなかった。予定機のエ
ンジンも不調で、代替機の到着を待つこ
とになった。そのうちに天気が悪化し、
除雪に手間どった。結局、ケープタウン
を出発できたのは予定より4日遅れの1月
30日午前0時であった。
一路南下し、6時間後、ノボ基地に降
り立つ。同行した4名のトロール基地滑
走路調査チームは、待機していたバスラ
ー・ターボ67型機に乗り換え、すぐに飛
び立った。トロールはノルウェーの基地
で、そこに大型機の滑走路が得られれば
ノボ基地の代替滑走路として利用できる。
日本チームは、到着後すぐ、滑走路の
端から端までスノーモービルで走ってみ
た。大雪のあとだったが、きれいに除雪
され、雪の深いところも圧雪されて表面
は非常に堅固であった。滑走路の総延長
距離は公称2900m、幅60mだが、除雪が
間に合わなかったのか、実測では距離
2300m、幅約50mであった。滑走路の脇
には宿泊や通信のための施設があり、大
型雪上車や大型ブルドーザーのほか、燃
料給油車、燃料タンク橇、圧雪用機材が
そろえてある。経験豊かなロシア南極観
測隊は、滑走路整備等の設営技術面では
非常に優れていることがうかがわれた。
その半面、経済的な理由だろうが、運
航援助設備は十分とはいえなかった。今
後、この滑走路を南極への入り口として
利用するとしたら、悪天候に備えた運航
援助施設や、大勢の隊員が天候待ちで宿
泊できる施設などを、各国の協力で充実
していく必要があるだろう。また、ノボ
基地から昭和基地への東方航空路は、わ
れわれが開拓しなければならない。
残された課題はあるが、ケープタウン
～ノボ基地間の航空輸送のめどはたった
と考えてよいだろう。北欧各国やドイツ
は、来期から本格的に利用したいとの意
向を示している。
われわれが調査している間に、各国の
基地を回ってきたバスラー機が夏隊員を
集めて戻ってきた。ケープタウンへの帰
り便は、彼ら8か国の隊員を乗せた国際
色豊かなフライトであった。ケープタウン～ノボラザレフスカヤ基地間の新航空路
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ゴンドワナランド形成時（約5.5億年前）の大陸配
置の復元図（Jacobs et al., 1999; Dalziel, 1992
を改変）。緑色は約11億年前の変動帯、赤色・黄色
は7～5億年前の変動帯を示すが、赤色は11億年前
の変動帯が再動したと考えられている領域。太線は
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標高差1000mの尾根がつづく
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1月28日から30日、オーストリアのオ
ーバーガーグルでIASC（International
Arctic Science Committee）の雪氷ワー
クショップと雪氷ワーキンググループの
年会が開催された。両会合はインスブル
ック大学のマイク・クーン教授が世話人
となって開かれ、ノルウェー、デンマー
ク、スウェーデン、オランダ、ドイツな
ど14カ国から29名の参加者があった。
初日と2日目のワークショップでは、
各国が主に北極域で実施している研究概
要と研究成果の紹介が行われた。スバー
ルバル諸島に関する研究発表が最も多
く、グリーンランドやアイスランドなど
の氷河に関する発表も行われた。全般に
氷床や氷河の質量収支に関する発表が多
かった。その質量収支に大きな影響を与
える可能性を指摘されていたにもかかわ
らず、これまでほとんど研究されてこな
かったカービング量の見積もりに関する
研究が数件あったのが印象的だった。
3日目に行われた雪氷ワーキンググル
ワークショップ
2月5日から10日まで、ブルガリアの首
都ソフィアでCOSPAR（Committee On
SPAce Research）コロキアムが開催され
た。COSPARは宇宙空間を研究対象と
する大規模な科学的組織で、2年に一度
開催される総会とは別に、今回のような
コロキアムが年に数回開催されている。
「地球近傍のプラズマ過程」と題する
今回のコロキアムの主旨は、私たち超高
層グループが極域で推進している観測プ
ロジェクトとの関わりが深く、かねてよ
り参加を希望していた。
ヨーロッパ勢を中心に121名が、ソフ
ィアの南方20kmにある標高約2300mに
あるホテルに集った。日本からの参加者
は私だけだった。
コロキアムでは｢太陽風プラズマの磁
気圏への侵入｣｢オーロラ過程」｢磁気圏
大規模構造と領域間カップリング｣など
のセッションに分かれ、衛星データを用
いた最新の研究成果の発表と活発な議論
が行われた。地理的にロシアおよび東欧
からの参加者が多く、ロシアもしくはブ
ルガリアの衛星データを用いた発表は特
に新鮮に映り、興味深いものであった。
（海老原祐輔：
超高層物理学第一研究部門・助手）
IASC雪氷ワークショップと
雪氷ワーキンググループ年会
COSPARコロキアム
─地球近傍のプラズマ過程─
ープの年会では、各国の活動状況の報告
とワーキンググループの今後の活動方針
が検討された。そして2003年の会合をポ
ーランドで開くこと、国際雪氷学会と共
催する｢北極雪氷に関する国際シンポジ
ウム」をノルウェーで開催することを決
定した。
（東 久美子：地球物理学研究部門・助教授）
MFレーダーワークショップ
2月4日から8日、オーストラリアのア
デレイドで、MFレーダー研究第一人者
であるアデレイド大学ヴィンセント教授
の主催により、MFレーダーワークショ
ップが開催された。南極域と北極域とで
MFレーダー観測を行っている豪・日・
米・独の研究者が集まり、データを交
換して解析を行いながら議論を進めると
いう理想的な形でのワークショップであ
った。
MFレーダーは、大気層中間圏から下
部熱圏（高度50～110km）の風速を観測
する。気象衛星や多数の地上観測点によ
って、全球規模の様子のわかる下層大気
とは異なり、中間圏以高の領域では定量
的な理解が進んでいない。とくに極域で
遅れている。この高度領域の情報は直接
天気予報に役立つわけではないが、長期
的な気候変動を探るには重要だと考えら
れている。
近年、南極では各国の努力により約5
台のMFレーダーが運用されている。昭
和基地でも過去3年間のデータが蓄積さ
れ、平均東西風の季節変化などは、年々
の変動をも読みとることができる。平均
風の振舞いは、0次近似としては太陽に
よる大気の加熱で説明できるが、夏期
（1月頃）に高度90km付近を境に上下で
風速が西向きから東向きに転じるなど、
大気波動（惑星波、大気重力波、大気潮
汐波）によるエネルギーや運動量の再配
分の影響が大きいとされる。しかし、定
量的には不明な点が多く、経度方向に広
がるMFレーダーネットワークの課題の
1つである。
（堤 雅基：北極圏環境研究センタ ・ー助手）
昭和基地 
（日本） 
デイビス基地   
（オーストラリア） 
スコット基地   
（ニュージーランド） 
アムンゼン・スコット基地 
（アメリカ） 
ロゼラ基地   
（イギリス） 
MFレーダー 
ダイナソンデ 
ハレー基地   
（イギリス） 
南極におけるMFレーダーネットワーク
広報
松戸市には、子どもたちが南極観測の意味をさまざまな企画を通じて理解し､科学するこ
との大切さを学ぶ「南極教室」があり、（財）新松戸郷土資料館が主に世話をされている。
発端は、松戸市出身の田中敬子さんと田村芳隆さんが第42次日本南極観測隊に参加したこ
とだ。二人を応援するために、市では昨年９月の『広報まつど』で｢南極教室｣の募集を行い､
小学生8名､中学生が26名の応募を得た。市には元南極観測隊長の川口貞男さんや国分征さん、
第23次越冬隊に参加したカメラマンの鹿野賢三さんが在住し､協力体制も整った。
｢南極教室｣は、子どもたちが自主的に考え､学ぶことを目的としている。南極のオリエン
テーション、観測隊の記録映画や講演に参加した後は、自分たちでテーマを決めて学習する。
そこで生じた疑問を、時には南極の隊員に問い合わせたりしながら学習をまとめ、発表しあ
うというアクティブな活動を行なっている。昨年末には、約20名が極地研究所を訪れ、資料
室見学､講演､ビデオ視聴などを行なった。他にも国立科学博物館などで専門家の話を聞くな
どの活動を行なっている。
｢南極教室｣の盛況は、関係者の方々の尽力の賜物だ。ここから次世代の越冬隊員が誕生す
ることを大いに期待したい。
2月22日、南極観測「講演と映画の会｣が、国立極地研究所、岩船地域広域事務組合、岩船
地域広域事務組合教育委員会の主催、新潟県教育委員会の後援で開催された。
当日は地域住民や各小学校の６年生など総勢1000名が、村上市民ふれあいセンターを訪れ、
昭和基地との電話交信、南極氷を使った実験、講演などを楽しんだ。岩船広域圏は、新潟県
北部の広大な地域で、朝日連峰が日本海に迫り、白砂海岸とリアス式の岩場の美しい海岸線
が続く。各市町村が協力して文化教育事業や生涯学習を積極的に開催している。
今回は、当事務組合消防職員の小田幸男副署長が、講演者の渋谷和雄元越冬隊長が指揮し
た第39次の越冬隊員だったので、ことに思い入れの深い文化事業となった。渋谷元隊長の講
演に小田副署長が飛び入り参加し、越冬時の体験、自然の様子、隊員同士の心温まる交流な
どについて、昨日のことにように話が交わされた。参加していた児童も、あたかも南極にい
るかのように聞き入っていた。会場ロビーには、南極の写真パネルと氷が展示され、来場者
は南極の氷の感触を楽しんだり、南極の氷の中の無数の気泡が氷を白く見せていることを聞
いて驚いたりしていた。今回の催しが、子どもたちの科学への興味を膨らませ、地球環境問
題などに取り組むきっかけとなることを期待している。
「講演と映画の会」の関連事業として、｢未知なる大地　南極」が岩船広域教育情報セン
ターで開催され、隕石展示を中心に本の展示やビデオ上映が行なわれた。
センター内の広域図書館では、隕石展示に先駆け2月1日から南極関連の本や観測隊員のア
ルバムなどを紹介した。南極観測船「しらせ」の模型が展示され、南極のパネルが飾られた
南極一色の中での本の貸し出しは、返却されればまた貸し出されるという盛況振りだった。
20日からはプラズマディスプレイでビデオを上映した。オーロラやペンギンなど小さい子
どもも喜ぶ映像なので、家族でソファーに腰掛けて見入る光景もみられた。
メインの隕石展示の担当は理科センターで、専任所員が理科教員の立場で、｢どんな展示
が見やすいのか。どんな解説が分かりやすいのか｣を考えながら対応した。8種類の隕石を展
示したが、月起源隕石と火星起源隕石は新潟県内では初公開で、連日多くの人が訪れた。
3月1日には｢南極隕石と宇宙」と題した極地研究所小島秀康教授の講演が行なわれた。後
日、参加者から｢素晴らしい講演で、講演後に改めて見た隕石に感動した｣という電話を頂き、
嬉しさでスタッフ一同準備の疲れも吹き飛んだ。期間中は従来を大幅に上回る図書館入館者
があり、成功裡のうちに企画展を終了することができた。
千葉県松戸市
南極教室
上野 久
（松戸市都市整備本部企画管理室）
｢南極教室｣のメンバー
新潟県岩船広域圏
講演と映画の会
高橋 邦芳
（岩船地域広域事務組合事務局）
新潟県岩船広域圏
企画展「未知なる大地 南極」
磯部 喜美子
（岩船地域広域事務組合教育委員会）
POLARPUBLICITYWORKSHOP
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ロシア北極南極研究所
Lev Savatyugin
レフ・サバチュー ジェン
私が国立極地研究所気水圏グループのCOE外国人研究員として過ごした2001年12
月16日から2002年3月16日の3カ月間は、またたく間に過ぎていってしまいました。極
地研には、本を自由に利用できる立派な図書館や最新の研究設備といった科学研究を
成功させるために必要な諸条件がそろっています。職員全員が意欲的に仕事に取り組
む姿勢には深い感銘を受けました。
北海道陸別町で行われた新しい氷床深層掘削機の試験に参加して掘削技術について
日本の研究者と検討したことも、横浜で開催された「気候と雪氷圏研究プロジェクト
（CliC）に関する国際会議」に参加したことも、極地研気水圏コロキウムでロシアの
極域雪氷研究を紹介して、日本の研究者と活発な交流が行えたことも、皆非常に意義
深いことでした。また、美しい日本の伝統、歴史、文化に触れることも、日本人と深
く関わることもでき、日本がとても好きになりました。滞在中は渡邊興亞所長を始め、
多くの皆様に大変お世話になり、心から感謝しています。
極地研NEWS no. 170 May. 2002
12
5回で終りにしたつもりの地名の話を、
続けろという。話の種はまだありそうな
ので引き受けたけど、今回は地名そのも
のの話ではない。で、インテルメッツォ
=間奏曲。音楽会ではアンコールで演奏
されることが多い。音楽会の、それもア
マチュアのオーケストラの場合は、後で
「一番良かったのはアンコール」と評さ
れることが間々ある。短くて親しみやす
い曲が多い。ただ、今回の話は親しみや
すくもなく、面白くもない。
南極に限ったことではないが、地名は
人がある場所で活動するとき、また活動
や活動域を他の人に伝えるときに、場所
や地形を特定する重要な要素である。南
極では、現在20数カ国が活動しており、
アルゼンチン、オーストラリア、ベルギ
ー、ブルガリア、チリ、中国、エクアド
ル、フランス、ドイツ、インド、イタリ
ア、日本、ニュージーランド、ノルウェ
ー、ポーランド、ロシア、南アフリカ、
スペイン、英国、ウルグアイ、米国が、
それぞれの活動域で、それぞれの言語で、
地名を命名あるいは表記している。
インテルメッツォ
南極地名命名規程
森脇 喜一　
地学研究部門・教授
それらは、前にも紹介したホ ムーページ
http://www.pnra.it/SCAR_GAZE で閲
覧・検索できるし、今年から地名リスト
のダウンロードもできるようになった。
複数の国がそれぞれ独自に命名したり、
他国が命名した地名を自国語に翻訳して
用いたりしたために、複数の地名をもつ
ことになった地形や場所が少なくない。
例えば、新南岩は日本が最初に命名し、
ローマ字表記を｢Sinnan Iwa｣、英訳名を
｢Sinnan Rocks｣と定めた（1962年10月）。
この露岩をアメリカはShinnan Rocksと
し、ノルウェーは自国語に翻訳して
Nyheiaとし、ロシアはソ連時代に oazis
Tereshkovojと独自に命名した。つまり、
新南岩には5つのローマ字表記名がある。
こうした状況は、情報伝達や調査活動、
万一の場合の捜索活動などに誤解や混乱
を招き、過ちを引き起こしかねない。そ
れを改善する意図もあって、SCAR（南
極研究科学委員会）では、南極地名の取
り扱いと命名について国際的な整合性を
はかろうと、｢1地形1地名｣の原則を目指
した地名命名規則のガイドラインを検討
してきた。
地名には政治的な背景もあり、既存の
重複する地名を整理統合することは、現
実にはほとんど不可能で、各国の合意を
得るにはいたっていない。しかし、今後
の地名命名に際しては「1地形1地名」を
原則とするガイドライン案を尊重すべき
であることから、南極観測統合推進本部
は2001年6月に南極地名命名規程を改正
した．改正された南極地名命名規程は極
地研発行の南極資料 Vol. 46, No. 1に掲
載されている。
改正の要点は、次の2点である。
1）地名には「ローマ字表記」のほかに
「英訳名」をつけることとなっていたが、
今後は「ローマ字表記」を定めるだけで、
英訳名はつけない。
2）地形を規模によって3階級に分類して
いたが、それを廃止。これに伴い人名の
地名への、地形の規模による採用制限（従
来は第2級の地形に限定）がなくなった。
ローマ字表記の方法については､｢南極
地名委員会において別途定める」ことにな
った。電子ファイルでは文字化けする特
殊文字や記号を用いず、原音に近い発音
をされやすい表記法が検討されるだろう。
問題：次の地名・施設のローマ字表記を記せ。
1）昭和平（しょうわだいら） 2）昭和基地
（しょうわきち） 3）初島（はつしま）
4）弁天島（べんてんじま） 5）岩島（いわ
じま） 6）見返り台（みかえりだい） 7）望
氷台(ぼうひょうだい） 8）長頭山（ちょうと
うざん） 9）大池（おおいけ） 10）スカー
レン大池（スカーレンおおいけ） 11）昭和記
念公園（この日本の公園には英訳名を）
答：1）Syôwa Daira 2）Syôwa Kiti
3）Hatusima 4）Benten Zima
5）Iwa-zima 6）Mikaeridai 7）Bôhyô Dai
8）Tyôtô Zan 9）Ô-ike 10）Skallen Ôike
11）Showa Kinen Park（昭和記念公園のホー
ムページによる）
難しいでしょう？
南極の地名の話
国土地理院が1998年に発行
（原図：1/1,000,000）
USSR（現ロシア）が1967年に発行（原図：1/1,000,000）。
図中の赤矢印のローマ字表記はoazis Tereshkovojで、女
性の宇宙飛行士第1号のテレシコワさんを記念した地名。若
い人たち、この名をご存知か ?
極地研NEWS no. 162 May. 2002 ようこそ極地研へ 極地研NEWS no. 162 May. 200
a b
ロシア科学アカデミー微生物研究所
Sabit S. Abyzov
サビト・アビゾフ
極地研究所南極圏環境モニタリング研究センターの招聘研究員として日本で過ごし
た2002年1月10日から4月11日までの３カ月間を、永遠に忘れることはないでしょう。
滞在中は、南極氷床の最深部からのサンプルを溶かして濾過したフィルターを走査
型電子顕微鏡で観察する仕事を行い，過去の氷床表面に分布していたバクテリアや単
細胞藻類の特性を見直す研究を行うことができました。また、紋別市で開催された第
17回北方圏国際シンポジウムやNHKでの勉強会に参加したり、研究所内の生物部門
ゼミや外部にも公開された特別研究談話会などで講義を行ったりしたことも、私にと
って非常に有意義なことでした。
今後、極地研の豊富な隕石のコレクションや南極の氷床コアなどを用いて、極地研
とロシアの研究者が共同作業を行い、隕石中の微生物痕跡の探索を行って宇宙空間で
の微生物の存在可能性を検証することができればと思っています。地球の過去の気候
要因にかかわる氷床学的研究だけでなく，微生物学的研究という実り多い共同研究の
実現を期待しています。
福地教授をはじめ、教官や学生の皆さんには親切にしていただき、感謝しています。
ロシア北極南極研究所極域地理学研究部門部長。
1967年にレニングラード水文学研究所を卒業後、
海氷に関する研究で博士号を取得し、92年から現職。
90～92年にはロシア南極観測隊の隊長を務めたロ
シア極域雪氷学研究の第一人者。
ロシア科学アカデミー微生物研究所主任研究官。
1947年にゴルキー州立大学を卒業後、同大学大学
院およびロシア農学アカデミー土壌微生物研究所に
所属。56年から現職。 95年にロシア科学アカデミ
ーよりカピッサ賞を授与。南極氷床中の微生物研究
の第一人者。
来訪 
研究員 
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上野 健
「北極ツンドラにおけるコケ植物の乾燥
ストレス応答に関する生理生態学的研究」
博士（理学）
平成14年3月22日授与
松坂 幸彦
「科学観測用薄膜型高高度気球に
関する研究」
博士（学術）
平成14年3月22日授与
昇任
桑田 悟 管理部会計課長
（文部科学省研究振興局振興
企画課学術振興係長）
佐藤 哲夫　事業部観測協力室長
（北海道大学施設部企画課
専門員）
石沢 賢二 事業部環境影響企画室長
（事業部観測協力室専門職員）
藤田 秀二 研究系助教授　　　　　　　
（北海道大学大学院工学
研究科助手）
転出
安部 昌友 香川大学経理部主計課長　　　
（管理部会計課長）
加藤 好孝 愛知教育大学経理部施設課長
（事業部観測協力室長）
大山佳邦教授、
佐野雅史環境影響企画室長が退官
大山佳邦・寒冷生物学第一研究部門教授
と佐野雅史・環境影響企画室長が、３月
31日付けをもって退官された。お二人は、
極地研だけでなく、南極観測の広い分野
でご活躍され、長年にわたって多大な貢
献をされた。その退職は非常に惜しまれ
る。最終勤務日となった３月29日、研究
所玄関前において花束の贈呈があり、多
数の職員が見送るなか、大山教授（写真
左）と佐野室長（写真右）は研究所を後
にされた。
6月11日～13日　
第27回南極隕石シンポジウム
（極地研究所管理棟6階講堂）
7月30日～31日　
第26回極域における
電磁圏磁気圏総合観測シンポジウム
（極地研究所管理棟6階講堂）
南極資料
Vol. 46, No. 1 (March 2002, p. 1-86)
Memoirs of National Institute of Polar
Research, Special Issue 
No. 55: Evolution of the Namaqua, Natal and
Maud Metamorphic Belts: Japan-South
Africa Joint Research, ed. by K. Shiraishi.
178 p.  July 2001
No. 56: Ice drilling technology 2000, ed. by
N. Azuma and Y. Fujii.
336 p.  March 2002
英文ジャーナル
Advances in Polar Upper Atmosphere
Research. No.15, 203 p. September 2001
Polar Meteorology and Glaciology. No. 15,
149 p.  November 2001 
Polar Geoscience. No. 14, 265 p.  October
2001
Antarctic Meteorite Research. No. 15, 177 p.
March 2002
Polar Bioscience. No. 15, 131 p.  February
2002
JARE Data Reports. No. 261 (Seismology
36): Seismological Bulletin of Syowa
Station, Antarctica, 2000, by Noritsune
Seo and Masaki Kanao.  51 p. March 2002.
JARE Data Reports. No. 262 (Ionosphere
69): Radio observation data at Syowa
Station, Antarctica during 2000, by
Atsushi Abe and Kenro Nozaki.  183 p.
March 2002.
JARE Data Reports. No. 263   (Ionosphere
70): HF field strength data measured at
Syowa Station, Antarctica from January to
December, 1998, by Ken-ichiro Kusano
and Kenro Nozaki.  17 p.  March 2002.
NIPR Arctic Data Reports. No. 5:
Meteorological data at Japanese Ny-
Ålesund Observatory, Svalbard in 1999
and 2000, by Shinji Morimoto, Shuji Aoki,
Yuji Nakanishi, Makoto Wada and Takashi
Yamanouchi.  204 p.  March 2002.
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12月、１月、２月の昭和基地は出会いと
別れの舞台である。12月18日に砕氷艦
「しらせ」から第１便のヘリコプターが
昭和基地へ到着し、42次越冬隊員のもと
へ１年ぶりの家族からの便りが届いた。
同23日、｢しらせ｣が昭和基地へ到着。本
格的な物資輸送、観測、設営の夏期オペ
レーションが始まった。
観測としては、地学系の「大陸地殻構
造の研究」のため、大陸氷床上で人工地
震探査が行われ、７回の発破（人工地震）
観測すべてに成功し、良好なデータが取
得された。主な設営作業としては、廃棄
物保管庫兼車庫の建設、燃料送油管工事、
100 kl燃料タンクの増設工事、太陽光発
電装置（15 kw）の増設工事、300 kVA
発電機オーバーホール、また従来の７倍
の伝送速度をもつHSDインマルサット
装置設置工事などが行われた。
２月１日には42次隊から43次隊へ基地
の運営が引き継がれ、同12日には43次夏
隊員および支援のために残っていた42次
越冬隊員も「しらせ」へ引き揚げ、帰途
についた。これから約10カ月間は、43次
越冬隊員40名だけの生活がつづく。
３月から基地周辺の野外行動が始ま
り､14日には昭和基地～とっつき岬間の
海氷上のルートが完成した。
３月４日～８日の５日間、第44次南極観
測隊員候補者を対象とした冬期総合訓練
が、長野県安曇村の乗鞍岳山麓において
行われた。この訓練は、南極での行動の
安全をはかり、非常時に役立つ各種の技
術を習得することを目的としたもので、
隊員候補者、講師、関係者ら80名が参加
した。
参加した隊員候補者は、南極での非常
時を想定した地図と磁石を頼りに目的地
に到達するルート工作、負傷者搬送の実
技、氷点下の雪原での野営などに真剣に
取り組んでいた。
南極観測の任務を終え、第42次越冬隊（本
吉洋一隊長以下40名）と第43次夏隊（西
尾文彦隊長以下16名）が、３月28日夕刻、
シドニーから空路で成田に帰国した。
空港には、出迎えの家族、関係者らが
大勢詰めかけ、帰国ゲートから隊員が元
気な姿で現れるたびに拍手と歓声がわ
き、再会を喜び合うなど、到着ロビーは
ひとしきり賑わった。
お知らせ 極地研NEWS no. 162 May. 2002
南極月別気象状況 
平均気温（℃） 
最高気温（℃） 
最低気温（℃） 
平均気圧・海面（hPa） 
平均蒸気圧（hPa） 
平均相対湿度（%） 
平均風速（m/s） 
最大風速・10分間平均（m/s） 
最大瞬間風速（m/s） 
平均雲量 
-1.9  -1.8 -3.4 -6.8
4.0（22日） 4.9（3日） 2.4（7日） 0.2（20日）
-9.2（10日） -10.2（28日） -13.7（28日） -19.6（29日）
980.7  987.4 979.1 990.2
3.6 3.9 3.5 2.6
68  73 72 68
6.8  4.2 7.8 8.4
24.2（21日 ENE） 20.9（18日 NE） 32.9（13日 E） 33.8（10日 ENE）
30.5（21日 ENE） 27.2（18日 NE） 45.7（13日 E） 41.9（10日 ENE）
6.7  6.7 7.8 7.2
2001年　　　　　2002年 
12月　　　　　　1月　　　　　　 2月　　　　　　 3月 
昭和基地から
第44次隊が
冬期総合訓練を実施
第42次越冬隊、
第43次夏隊が帰国
平成13年度学位取得者
人事異動（平成14年4月1日付け）
退官
極地研カレンダー
近刊紹介
極地研NEWS no. 162 May. 2002観測隊だより
越冬交代
昭和基地に到着し
た「しらせ」から
の第1便ヘリ。
コケのコロニー
コケ植物というのは、1本の植物体が
単独で生育していることは少なく、多数
の植物体が寄り集まって「コロニー」を
形成している。南極や北極、高山に生育
するコケは、密なコロニーをつくる傾向
が見られる。コケ植物は、コロニーをつ
くることによって、どのような利益を得
ているのだろうか。
陸上の植物にとって、水分を確保する
ことと、それを保持することは死活問題
である。コケ植物には、水分の通路とな
る維管束という組織がなく、地中から水
分を吸い上げるための根もなく、簡単な
つくりの仮根だけしかもっていない。ま
た体の表面は、水分が過度に蒸発するの
を防ぐ膜様の構造をつくる物質（クチク
ラ）でおおわれていない。私たちの皮膚
にたとえると、キューティクルがないの
である。では、コケ植物はどうやって水
分を取っているかというと、雨や霧など
によって供給される水を植物体の表面全
体で直接吸収している。ところが、一度
吸収した水が、そのままだと急速に大気
中に蒸発してしまうのである。
そこでコケ植物は、コロニーをつくる
ことによって、水をできるだけ広い面積
で受けとめ、その水を貯えておくように
している。つまり、コロニーはスポンジ
の役割を果たしているのである。またコ
ロニーが形成されると、1本の植物体が
空気にふれる面積が小さくなるので、そ
れだけ水分の蒸発を防ぐことができる。
さらに、極地や高山では、コロニー表面
の温度が周囲の気温よりも大幅に高くな
ることが知られている。これは、低温環
境下での光合成を高める効果があると考
えられる。コロニーをつくることは、過
酷な環境の中で子孫を残していく生き残
り戦略なのである。
（上野 健・非常勤研究員）
北極域の地上に点在するコケ植物のコロニー
no.162 
May. 2002
新しい広報委員会の活動
『極地研ニュース』が創刊
されたのは、国立極地研究所
が設立された翌年の1974年8
月であった。以来、若干の変
更はあったが、ほぼ当初の体
裁を保って28年間、161号を
数えるにいたった。これまで
の号を通してみると、極地研、
とくに南極観測の変遷をよく
あらわしているが、半面、職
員と関係者を対象とした所内
ニュース的な色彩が強い。
1997年4月、『極地研ニュー
ス』『要覧』『年報』など、広
報活動一般を協議する広報委
員会が設置された。さらに、
ホームページなどを導入し、
2001年6月22日、最終的な規
則改正に基づく新たな広報委
員会が発足した。
大きく変わったのは、広報
委員会の位置づけである。単
なる協議・審議の場ではな
く、実質的な作業を行う組織
とした。委員は教官、事務職
員から選出、委員長を互選し、
教官主体の体制をつくり、情
報収集、広報活動を行う。ま
た、所外委員を設け、大学博
物館、民間機関などの学識経
験者に委嘱した。さらに、広
報委員会の中に広報編集委員
会を設け、計画的に編集作業
が行われるようにした。
今後、広報活動は｢だれに
向けて発信すべきか｣、「読者
は何を期待しているのか」を
検討し、改善を図っていく。
情報公開が非常に早いテン
ポで進んでいるなかで、極地
研もいまや研究活動にとどま
らず、教育・啓蒙などの社会
貢献、企業との協同・連携し
た諸活動に積極的に取り組ん
でいく必要がある。それだけ
広報の役割も重要になってき
ている。この時代の要請にこ
たえ、各委員は日々研鑽に努
めている。いうまでもなく、
広報活動は所内外の皆様の支
援なしにはなりたない。関係
各位のご協力を心からお願い
する。
（神田啓史・広報委員会委員長）
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表紙の写真：昭和基地周辺の露岩地帯。後方は南極大陸を覆い尽くす氷床、手前には氷海
が広がる。岩盤がむき出しの乾燥した大地には、各所に湖沼が点在する。
編 集 後 記
デザイン、内容ともに生まれ
変わった『極地研NEWS』
を、ここに送り出すことがで
きました。今後は年４回の発
行を予定しています。おそら
く、これから１年間かけ、試
行錯誤を繰り返しながら新し
い方向性を探っていくことに
なろうかと思います。積極的
な広報活動の重要性が指摘さ
れている今、新しい『極地研
NEWS』がどのように受け
とめられるのか、期待と不安
でいっぱいです。 （伊村 智）
